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コントロール群となる 4 人プレイヤーによる 10 期繰り
返し公共財ゲーム (Normal Public Goods Game，以下
NPG)，NPG を変形した，プレイヤー全員の保有額が 6
期目に 0.3 倍になるカタストロフが発生する全体カタス




































4 人のうち誰もカタストロフにあわない 0 人条件，1
人がカタストロフにあう 1 人条件，2 人がカタストロフ
にあう 2 人条件，3 人がカタストロフにあう 3 人条件，4
人がカタストロフにある4人条件の計5種類の実験を実
施した． ただし， 本章におけるPCG0 人条件は第２章



























































また，APPENDIX 1 からAPPENDIX 4 として，第２
章から第５章で行ったカタストロフゲーム実験について，
貢献度にもとづいて再分析を行った結果を示した．また，
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